
 
中遠の古刹 真言宗西楽寺 補遺 2022 年 1月 

幕末・明治 
有栖川宮の祈願所となるまで 

袋井市春岡に位置する西楽寺には、慶応４年に

有栖川宮から寄付された、幔幕や提灯などが入

っていた箱が残されています。 

提灯などが寄付されたのは、当時、西楽寺が、

有栖川宮の祈願所となったことによるのです

が、西楽寺が有栖川宮の祈願所となった経緯に

ついては、これまで明らかにされてきませんで

した。 

今回、慶応４年当時の西楽寺住職、宥盛の日記

を解読することで、西楽寺と有栖川宮との関係

を明らかにします。 

 

 

袋井市歴史文化館 



慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
寺
院
に
訪
れ
た
危
機 

  

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
十
四
日
、
德
川
慶
喜
は
、
政
権
奉
還
の
上
表
を
朝
廷
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
大
政
奉
還
で
す
。 

 

大
政
奉
還
か
ら
江
戸
開
城
ま
で
、
史
料
も
研
究
も
多
く
、
出
来
事
も
多
く
分
か
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
こ
で
書
き
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
気
に
な
る
方
は
、
参
考
文
献
２

の
『
江
戸
幕
府
崩
壊
』
な
ど
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
今
回
の
話
に
関
わ
る

事
項
を
箇
条
書
き
風
に
述
べ
て
お
き
ま
す
。 

 

慶
応
三
年
十
二
月
九
日
、
天
皇
「
王
政
復
古
」
を
発
令
し
、
摂
関
幕
府
等
の
廃
絶
を
宣
言
し
、

総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
以
下
、
議
定
・
参
与
か
ら
成
る
新
政
府
を
樹
立
。 

 

十
二
月
十
二
日
、
慶
喜
、
京
都
二
条
城
を
退
去
し
、
大
坂
城
に
移
転
。 

 

慶
応
四
年
一
月
三
日
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
。 

 

一
月
四
日
、
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
が
征
討
代
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
。 

 

一
月
六
日
、
德
川
慶
喜
、
大
坂
城
を
脱
出
。 

 

一
月
七
日
、
新
政
府
、
慶
喜
追
討
令
を
発
す
る
。
慶
喜
、
軍
艦
に
搭
乗
し
、
江
戸
へ
。 

 

二
月
九
日
、
総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
東
征
大
総
督
に
任
じ
ら
れ
る
。 

 

二
月
十
二
日
、
慶
喜
、
江
戸
城
を
出
て
上
野
寛
永
寺
で
謹
慎
。 

 

二
月
十
五
日
、
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
の
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
が
軍
勢
を
率
い
京
都
出

発
。 

 

三
月
六
日
、
大
総
督
府
、
三
月
十
五
日
を
江
戸
城
総
攻
撃
予
定
日
と
す
る
。 

 

三
月
十
二
日
、
東
海
道
軍
、
品
川
着
。 

 

三
月
十
三
～
十
四
日
、
旧
幕
府
陸
軍
総
裁
勝
海
舟
と
大
総
督
府
参
謀
西
郷
隆
盛
、
会
談
。 

 

三
月
十
四
日
、
天
王
、
紫
宸
殿
で
天
神
地
祇
に
施
政
方
針
五
カ
条
を
誓
約
（
五
箇
条
の
誓
文
）。 

 

三
月
二
十
一
日
、
天
皇
、
大
阪
親
政
行
幸
に
出
発
。
二
十
三
日
大
阪
着
。
天
皇
が
軍
事
の
最

高
統
率
者
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
た
め
の
行
幸
。 

 

四
月
十
一
日
、
江
戸
城
開
城
。 

 

四
月
二
十
一
日
、
東
征
大
総
督
熾
仁
親
王
が
江
戸
城
入
城
。 

 

大
体
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
三
月
六
日
の
、
江
戸
城
総
攻
撃
の
打
合
せ

は
駿
府
城
で
行
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

慶
応
四
年
に
は
、
仏
教
と
も
関
わ
る
、
重
要
な
布
告
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

慶
応
四
年
三
月
十
三
日
、
神
祇
官
再
興
・
祭
政
一
致
の
太
政
官
符
。 

 

三
月
十
七
日
、
神
社
別
当
・
社
僧
の
還
俗
（「
復
飾
」）
に
関
す
る
布
告
。
閏
四
月
四
日
に
は
、

別
当
・
社
僧
な
ど
は
還
俗
の
上
、
神
主
・
社
人
な
ど
と
改
称
し
て
神
勤
さ
せ
る
。
得
心
の
い
か

な
い
者
は
立
ち
退
か
せ
る
。 

 

三
月
二
十
八
日
、「
権
現
」
な
ど
仏
教
に
ま
つ
わ
る
語
を
神
社
か
ら
廃
し
、
仏
像
を
神
体
と

し
な
い
よ
う
に
、
と
の
布
告
。 

 

こ
の
他
に
も
多
く
の
宗
教
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
す
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
う
し
た
布
告
を
背
景
に
し
て
起
こ
っ
た
事
件
が
、
有
名
な
「
廃
仏
毀
釈
」
で
す
（
今
回
は

詳
述
し
ま
せ
ん
が
）
。 

 

神
社
に
い
る
僧
侶
の
還
俗
な
ど
、
現
在
の
感
覚
だ
と
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
は
神
仏
習
合
で
す
か
ら
、
お
寺
に
も
神
社
が
あ
り
（
西
楽
寺
に
も
十
所
権
現
が
あ
り

ま
し
た
）、
神
社
に
も
お
寺
が
あ
り
（
神
宮
寺
）、
神
社
に
僧
侶
が
い
た
の
で
す
。 

 

西
楽
寺
の
十
所
権
現
は
、
三
月
二
十
八
日
の
布
告
で
「
十
所
神
社
」
と
改
称
。
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
〇
）
に
は
春
岡
の
春
日
神
社
と
合
祀
さ
れ
て
、
現
在
の
春
岡
神
社
と
な
り
ま
し
た
。 

 

仏
像
を
神
体
に
し
て
い
た
、
と
い
う
の
も
、
意
外
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

西
楽
寺
文
書
に
、
こ
の
時
の
布
告
を
受
け
、
神
社
の
御
神
体
だ
っ
た
仏
像
を
西
楽
寺
に
移
動

さ
せ
て
い
る
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
に
、
西
楽
寺
の
門
徒
寺
院
だ
っ
た
中
泉
八
幡
宮
の
大
祢
宜
、

大
場
図
書
か
ら
西
楽
寺
に
出
さ
れ
た
「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
九
〇
五
）
で
す
。 

 

 
 
 
 

覚 

一
、
本
地
三
尊
阿
弥
陀
仏 

一
、
本
尊
大
日
如
来 

一
、
不
動
明
王 

一
、
弘
法
大
師 

 

右
者
神
宮
寺
ニ

在
レ

之
処
、
今
般
御
改
革
御
触
達
ニ

付
、
差
当
御
預
ケ

申
置
候
。
以
上
。 
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た
る
ひ
と 

よ
し
あ
き
ら 

ず
し
ょ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
泉

八
幡
宮
大
祢
宜 

 
慶
応
四
年
辰
四
月 

 
 

大
場
図
書 

 

西
楽
寺 

 

御
執
事 

  

簡
単
に
現
代
語
訳
を
す
る
と
、
中
泉
八
幡
宮
（
＝
神
宮
寺
）
の
神
体
だ
っ
た
三
尊
阿
弥
陀
仏
・

大
日
如
来
・
不
動
明
王
・
弘
法
大
師
像
を
、
こ
の
度
、
御
改
革
の
お
触
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
差

当
り
西
楽
寺
に
預
け
て
お
き
ま
す
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

「
御
改
革
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
文
言
を
見
る
と
、
当
時
の
人
も
「
御
改
革
」

と
言
っ
て
い
た
の
だ
と
分
か

り
、
な
ん
と
な
く
「
お
っ
！
」

と
思
い
ま
す
。 

 

前
ペ
ー
ジ
に
箇
条
書
き
し

て
き
た
事
項
は
、
日
本
史
の
教

科
書
で
太
字
と
な
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
事
柄
で
す
。
教
科
書

の
中
に
だ
け
あ
る
よ
う
な
こ

う
し
た
事
件
も
、
調
べ
て
み
る

と
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。 

 

さ
て
、
時
代
背
景
を
説
明
す

る
た
め
に
、
あ
れ
こ
れ
と
書
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
、

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
と
西
楽

寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

る
上
で
重
要
な
事
項
は
、
慶
応

四
年
三
月
十
七
日
に
出
さ
れ

た
、
神
社
に
勤
め
て
い
る
僧
侶
の
還
俗
に
関
す
る
布
告
で
す
。 

 

今
回
の
主
役
と
な
る
史
料
た
ち 

  

西
楽
寺
と
有
栖
川
宮
（
本
誌
で
は
、
熾
仁
親
王
と
、
親
王
に
仕

え
る
人
々
の
組
織
の
総
称
と
し
て
、「
有
栖
川
宮
」
の
語
を
使
用
し

ま
す
。
親
王
個
人
を
指
す
時
は
「
熾
仁
親
王
」
の
語
を
使
用
し
ま

す
）
と
の
接
触
に
つ
い
て
の
基
本
史
料
は
、
当
時
の
西
楽
寺
住
職

宥
盛
が
残
し
た
、
紙
袋
一
括
の
史
料
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五

二
）
で
す
。 

 

中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
二
冊
の
日
記
で
、
一
方
は
、
下
書
き

の
よ
う
な
横
帳
の
日
記
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
一
〇
）、

も
う
一
方
は
、
何
冊
か
の
竪
帳
の
日
記
を
綴
じ
た
も
の
（
西
楽
寺

文
書
近
世
一
二
五
二
―
四
）
で
す
。 

 

横
帳
の
日
記
は
、
表
題
が
無
い
の
で
、
私
は
仮
に
〔
横
帳
日
記
〕

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

と
に
か
く
字
が
細
か
く
、
高
性
能
の
デ
ジ
カ
メ
で
接
近
し
て
撮

影
し
た
写
真
を
最
大
限

拡
大
し
て
も
、
形
が
よ
く

分
か
ら
な
い
、
細
か
な
字

も
あ
り
ま
す
。 

 

も
う
一
方
の
日
記
（
西

楽
寺
文
書
近
世
一
二
五

二
―
四
）
に
は
表
題
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、『
有

栖
川
宮
御
舘
入
御
祈
願

所
願
附 

献
金 

御
寄

附
物

并
御

書
下

評

状 

御
印
鑑 

左
右
留
記
』
と

（
一
八
六
八
） 

「覚」（西楽寺文書近世 1905） 

『左右留記』（西楽寺文書近世 1252-4） 

〔横帳日記〕（西楽寺文書近世 1252-10）細かい 
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い
う
大
変
長
い
も
の
で
す
か
ら
、
本
誌
で
は
省
略
し
て
『
左
右
留
記
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。 

 
本
号
で
は
、
こ
の
二
冊
の
日
記
と
、
紙
袋
に
同
封
さ
れ
て
い
た
文
書
を
中
心
に
、
西
楽
寺
が

有
栖
川
宮
と
接
触
し
て
い
っ
た
過
程
を
追
い
か
け
て
い
き
ま
す
。 

 

え
っ
！ 
還
俗
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?! 

  

『
左
右
留
記
』
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
四
）
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
二
十

一
日
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

四
月
廿
一
日
、
源
五
之
外
家
来
壱
人
召
連
出
立
。
旅
中
川
支
止
宿
旁
廿
九
日
京
着
。
同
日

智
山
方
丈
鑑
事
集
議
大
鏡
法
印
ヘ
伺
之
上
、
当
節
次
第
承
り
、
於
二

本
山
一

も
三
月
頃
大
政

官
江

五
百
両
之
献
金
。
初
瀬
同
様
願
被
レ

遊
候
ヘ
共
、
御
聞
届
不
二

相
成
一

趣
、
其
中
献
金

向
抔
与

申
儀
不
二

相
成
一

様
御
触
御
座
候
由
承
候
。
乍
レ

去
拙
寺
儀
国
方
ニ

而
御
旅
舘
江

隣
寺

金
剛
院
・
可
睡
斎
・
秋
葉
寺
等
余
所
ニ

而
伺
候
由
、
拙
寺
儀
手
続
無
レ

之
故
遠
路
上
京
如
何

手
続
願
度
趣
候
ヘ
共
、
近
国
ニ

而
御
由
緒
ニ

而
も
有
レ

之
候
ヘ
者
、
申
立
方
も
可
レ

有
レ

之
哉
。

当
山
ニ

而
も
別
条
之
次
第
何
共
手
続
六
ヶ
敷
被
レ

申
候
中
勘
考
頼
置
御
断
ニ

候
ヘ
共
、
醍
醐

本
寺
ヘ

御
頼
申
上
度
旨
、
是
者
手
達
、
夫
ゟ
嵯
峨
之
手
続
も
可
レ

有
レ

之
、
先
〻
勘
考
致
可

レ

申
被
レ

申
候
故
、
頼
置
引
取
、
重
而
御
沙
汰
ニ

付
。 

  

四
月
二
十
一
日
、
宥
盛
は
家
来
を
引
き
連
れ
出
立
し
、
川
が
通
れ
な
い
、
と
い
っ
た
困
難
を

越
え
つ
つ
、
同
月
二
十
九
日
に
京
都
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

京
都
で
は
、
智
山
＝
智
積
院
の
鑑
事
（
業
務
執
行
の
偉
い
人
た
ち
、
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
）

が
会
議
し
て
い
ま
し
た
。
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
近
の
次
第
（
本
号
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
な
時

代
背
景
や
布
告
な
ど
）
を
受
け
て
、
本
山
（
智
積
院
）
で
も
、
三
月
頃
（
も
し
か
し
た
ら
四
月

三
日
に
、
か
も
し
れ
な
い
）
に
太
政
官
へ
五
百
両
献
金
を
し
た
の
だ
と
か
。 

 

そ
の
献
金
に
つ
い
て
、
国
元
（
遠
江
）
で
は
、
鎌
田
金
剛
院
・
可
睡
斎
・
秋
葉
寺
な
ど
は
、

（
献
金
に
）
伺
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
西
楽
寺
は
（
献
金
の
）
手
続
（
今
で
い
う
「
手
が
か

り
」
の
よ
う
な
意
味
で
す
）
が
無
か
っ
た
の
で
、
遠
路
は
る
ば
る
上
京
し
て
、
手
続
を
願
い
出

よ
う
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
近
国
で
由
緒
（
縁
）
が
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
り
そ

う
な
の
で
す
が
、
そ
れ
も
な
い

の
で
、
西
楽
寺
が
手
続
を
得
る

こ
と
は
難
し
そ
う
で
す
。 

 

醍
醐
本
寺
に
頼
ん
で
み
よ

う
か
な
、
そ
れ
よ
り
、
嵯
峨
（
ど

の
お
寺
か
よ
く
分
か
ら
な
い

で
す
）
の
手
続
を
頼
っ
た
方
が

良
い
か
な
、
と
宥
盛
は
悩
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。 

 

西
楽
寺
を
は
じ
め
と
し
て
、

諸
寺
院
は
、
維
新
政
府
に
献
金

を
し
て
、
繋
が
り
を
得
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

新
政
権
と
関
係
を
持
と
う

と
す
る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
自

然
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
背
景

を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
『
左
右
留
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
慶
応
四
辰
年
五
月
上

京
中 

有
栖
川
宮
御
殿
江

駿
州
建
穂
寺
御
祈
願
所
願
吹
挙
案
内
記
』（
こ
れ
ま
た
表
題
が
長
い
の

で
、
本
誌
で
は
『
建
穂
寺
祈
願
所
願
案
内
記
』
と
略
称
し
ま
す
）
で
す
。 

 

『
建
穂
寺
祈
願
所
願
案
内
記
』
（
宥
盛
が
、
建
穂
寺
と
い
っ
し
ょ
に
、
有
栖
川
宮
の
祈
願
所

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
有
栖
川
宮
に
推
挙
し
て
く
れ
る
人
を
探
し
た
記
録
で
す
）
の
冒
頭
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

慶
応
四
辰
年
閏
四
月
、
拙
上
京
中
駿
州
建
穂
寺
代
弟
子
泰
全
・
弘
道
両
人
ニ

而 

今
般
皇
都

ゟ
徳
川
ヘ

官
軍
御
差
向
、
天
子
大
坂
迄
御
親
征
、
有
栖
川
宮
様
関
東
御
発
向
。
其
外
御
勅

使
柳
原
佐
レ

時
・
橋
本
少
将
倉
レ

岩
御
発
向
ニ

付
、
皇
仁
天
王
以
来
御
一
新
之
御
政
道
被
二

仰
出
一

、
仍
而
社
中
本
寺
堂
社
僧
別
当
輩
者
両
部
神
道
被
二

廃
止
一

候
■
。
復
錺
被
二

仰 

『左右留記』（西楽寺文書近世 1252-4）慶応４年４月 21日条 

〔
レ
点
原
文
マ
マ
〕 

〔
レ
点
原
文
マ
マ
〕 
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出
一

、
復
錺
難
二

出
来
一

向
者
、
其
段
可
二

申
出
一

様
御
触
ニ

付
、
兼
而
同
寺
義
駿
府
浅
間
社

ヘ

相
勤
権
現
様
ゟ
被
二

仰
出
一

久
能
寺
共
社
中
勤
来
、
右
様
御
触
先
故
、
同
社
中
神
主
ゟ
社

勤
之
義
一
応
被
レ

断
扣
中 

有
栖
川
若
宮
様
関
東
御
発
向
、
駿
府
御
在
城
ヘ

寺
院
一
同
伺

而
已
い
た
し
、
其
上
此
侭
ニ

而
者
、
社
僧
別
当
ニ

も
触
候
様
、
被
二

存
付
一

、
上
京
之
上
、
是

迄 

御
朱
印
之
表
写
等
山
内
縁
記
持
参
上
京
、
智
山
壱
箱
覚
明
法
印
ヘ

読
示
、
社
僧
別
当

ニ

類
し
候
ヘ
者
、
復
錺
被
二

仰
出
一

時
節
、
心
配
ニ

付
、 

朱
印
写
等
も
入
、
一
読
候
処
、
何

向
其
侭
復
錺
与

申
儀
難
レ

成
、
取
早
有
栖
川
宮
様
当
節
惣
職
督
被
レ

為
レ

在
候
故
、
右
御
殿

ヘ

御
祈
願
所
ニ

而
も
御
免
願
致
し
候
而
、
復
錺
相
の
か
れ
候
様
、
可
レ

然
嵯
峨
坊
官
ヘ

覚
明

法
印
懇
意
も
有
レ

之
ニ

付
、
一
応
内
意
中
拙
宿
ヘ

被
レ

尋
、
…
…
（
後
略
） 

 

 

社
僧
、
別
当
と
い
っ
た
神
社

に
勤
め
る
僧
侶
は
復
錺
（
＝
復

飾
＝
還
俗
）
と
な
り
、
両
部
神

道
（
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
の

中
で
生
ま
れ
た
神
道
思
想
の

体
系
で
、
真
言
宗
と
関
係
が
深

い
／
要
す
る
に
、
神
仏
習
合
の

代
表
格
の
よ
う
な
も
の
）
が
廃

止
さ
れ
る
、
と
い
う
仰
せ
が
出

さ
れ
た
。
建
穂
寺
の
泰
全
と
弘

道
は
、
駿
府
の
浅
間
社
に
勤
め

て
い
る
人
は
、
久
能
寺
に
勤
め

て
い
る
人
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て

い
る
…
…
。 

 

そ
の
よ
う
な
不
安
が
あ
り
、

駿
府
在
城
中
の
熾
仁
親
王
の

も
と
に
諸
寺
が
押
し
掛
け
た

よ
う
で
す
。「
社
僧
別
当
ニ

類
し
候
ヘ
者
、
復
錺
被
二

仰
出
一

時
節
、
心
配
ニ

付
」、「
復
錺
相
の
か

れ
候
様
」
な
ど
の
文
言
に
、
当
時
の
寺
院
関
係
者
が
抱
い
て
い
た
不
安
が
生
々
し
く
表
れ
て
い

ま
す
。 

 

す
な
わ
ち
、
社
僧
の
還
俗
な
ど
の
、
将
来
に
対
す
る
不
安
（
史
料
の
表
現
に
倣
っ
て
「
心
配
」

と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
）
が
あ
っ
た
た
め
に
、
維
新
政
府
の
総
裁
で
あ
る
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、「
復
錺
相
の
か
れ
」
よ
う
と
し
た
の
で
す
。 

 

そ
の
具
体
的
な
方
法
が
、
熾
仁
親
王
の
祈
願
所
に
な
る
こ
と
で
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
「
若
宮
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
父
親
の
有
栖
川
宮
幟

仁
親
王
（
た
か
ひ
と
／
一
八
一
二
―
一
八
八
六
）
が
現
役
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

有
栖
川
宮
家
の
人
は
、
皆
同
じ
よ
う
な
字
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
息
子
の
、
東
征
大
総

督
は
火
偏
、
父
親
は
「
巾
」
の
文
字
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

 

仲
介
者
が
必
要 

  

有
栖
川
宮
と
接
触
す
る
た
め
に
は
、
仲
介
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。 

 

〔
横
帳
日
記
〕
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
一
〇
）
の
冒
頭
部
分
を
見
る
と
以
下
の
よ

う
に
あ
り
、
鎌
田
金
剛
院
は
、
中
泉
代
官
の
手
続
に
よ
っ
て
、
有
栖
川
宮
が
駿
府
在
城
中
に
、

伺
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

今
般
御
親
征
被
レ

為
レ

在
、
鎌
田
金
剛
院 

中
泉
御
代
官
手
続
を
以 

有
栖
川
宮
様
駿
府
御
在
城
中

跡
へ 

窺
相
成
候
由
。
金
千
両
相
納
候
様
相
成
候
趣
承
知
之
事
。 

（
後
略
） 

  

そ
の
後
ろ
に
は
、「
可
睡
斎
・
秋
葉
山
も
伺
之
由
ニ

付
、
夫
〻
縁
所
ニ

而

仕
候
由
ニ

、
拙
寺
義
ハ

手
続
無
レ

之
故
、
上
京
迄
遠
路
仕
候
故
、
如
何
手
続
願
度
趣
、
是
申
候
へ
共
…
…
」（〔
横
帳
日

記
〕
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
一
〇
）
と
あ
っ
て
、『
左
右
留
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
す
が
、

可
睡
斎
と
秋
葉
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
縁
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
有
栖
川
宮
に
接
触
で
き
た
、
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。 

〻 

〻 

〔×

山
〕 

『建穂寺祈願所願案内記』（西楽寺文書近世 1252-4）冒頭 
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さ
て
、
細
か
な
状
況

が
分
か
る
史
料
が
見

つ
か
っ
て
い
な
い
の

が
残
念
な
の
で
す
が
、

結
局
、
西
楽
寺
は
、
智

積
院
の
仲
介
に
よ
っ

て
、
有
栖
川
宮
と
接
触

す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。 

 

『
左
右
留
記
』
の
慶

応
四
年
閏
四
月
二
日

条
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

閏
四
月
二
日
、
鑑
事
ゟ
沙
汰
ニ

付
罷
出
候
処
、
口
上
書
左
様
之
書
取
ニ

而
も
差
出
候
ハ
ヽ
、 

御
殿
手
続
之
も
の
も
有
レ

之
故
、
一
応
為
レ

承
申
度
、
何
向
書
取
無
レ

之
候
而
ハ
、
手
続
ニ

も
成
兼
候
故
与

下
案
ニ

付
、
□
差
い
た
し
、
美
濃
紙
認
印
紙
頼
置
上
候
。 

左
之
通
。 

  

智
積
院
の
鑑
事
に
呼
ば
れ
、
何
も
し
な
い
よ
り
は
、
と
、
ダ
メ
元
で
口
上
書
を
書
き
、
智
積

院
に
お
願
い
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
行
動
の
結
果
が
分
か
る
の
が
、
閏
四
月
四
日
条
で
す
。 

 

四
日
、
鑑
事
ゟ
呼
立
ニ

付
参
上
。
過
日
被
二

差
出
一

候
書
面
之
形
ニ

而
者
不
レ

宜
向
、
則
従
二 

御
殿
一

下
書
被
レ

下
、
左
之
通
認
可
二

差
出
一

様
、
小
奉
書
左
之
通
。 

奉
二

願
上
一

口
上
書 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

拙
寺
儀 

当
御
所
様
江

御
舘
入 

御
祈
祷
所
奉
レ

頼
度
存
念
罷
在
候
処
、
不
レ

得
レ

折
空
敷
打
過
候
。

然
ル

処 

今
般
服
部
幸
作
殿
吹
挙
を
以 

御
祈
願
之
儀
奉
レ

頼
上
候
間
、
何
卒
乍
レ

恐
格
別

之 

思
召
を
以
、
右
願
之
通 

御
許
容
被
二

成
下
一

候
ハ
ヽ
、
難
レ

有
仕
合
奉
レ

存
候
。
此

段
宜
敷
御
取
成
御
沙
汰
程
奉
二

願
上
一

候
。
以
上
。 

慶
応
四
戊

辰

年 
 
 
 
 

最
寄
地
頭 

閏
四
月
四
日 

 
 
 

大
河
内
伊
勢
守
殿 

遠
江
国
周
智
郡
宇
苅
郷 

真
言
宗 西

楽
寺
○印 

有
栖
川
宮
様 

御
役
人
御
衆
中 

右
之
通
小
奉
書
相
認
、
鑑
事
方
迄
頼
差
出
候
。 

  

閏
四
月
四
日
に
、
宥
盛
は
再
度
鑑
事
に
呼
ば
れ

ま
し
た
。
先
日
提
出
し
た
書
面
に
つ
い
て
、
有
栖

川
宮
側
か
ら
、
「
こ
の
書
き
方
じ
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。

様
式
を
送
る
か
ら
そ
の
通
り
に
書
い
て
来
て
ね
」

と
返
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
記
中
に
引
用
さ

れ
て
い
る
文
書
が
そ
の
様
式
で
す
。 

 

ダ
メ
出
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
様
式
通
り

に
送
れ
ば
良
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
、
仲
介

者
と
し
て
服
部
幸
作
と
い
う
人
物
の
名
前
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
実
質
的
に
「
良
い
よ
」
と
い
う
返
事

に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
服
部
幸
作
は
、
仲
介
の
や
り
取
り
を
し

た
た
め
に
、
西
楽
寺
文
書
中
に
何
度
も
登
場
し
ま
す
。
有
栖
川
宮
の
青
士
（
＝
青
侍
＝
公
卿
に

仕
え
る
六
位
の
侍
）
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
実
際
に
こ
の
様
式
の
と
お
り
に
書
い
た
古
文
書
は
、
西
楽
寺
側
の
手
元
控
が
残

っ
て
い
ま
す
（「
奉
願
上
口
上
書
」
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
五
）。 

 

有
栖
川
宮
側
か
ら
指
示
さ
れ
た
様
式
の
と
お
り
に
口
上
書
を
作
成
し
、
再
度
提
出
。
返
事
が

宥
盛
の
も
と
に
届
い
た
の
は
、
閏
四
月
十
一
日
の
こ
と
で
し
た
。
『
左
右
留
記
』
慶
応
四
年
閏

四
月
十
一
日
条
で
す
。 

〔横帳日記〕 

（西楽寺文書近世 1252-10）冒頭 

御
役
人
ゟ
〔
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〕 

05 

あ
お
ざ
む
ら
い 

「奉願上口上書」（西楽寺文書近世 1252-5） 



 

十
一
日
、
過
日
差
出
候
願
書
承
り
旁
鑑
事
ヘ
伺
候
処
、
猶
御
祈
願
所
願
者
御
聞
届
之
御
沙

汰
、
猶
是
上
願
向
書
面
可
レ

被
二

差
出
一

様
ニ

付
、
是
与

望
無
レ

之
様
案
内
被
レ

下
。
左
之
通
。 

 
 
 
 
 
 

覚 

一
、
玄
関
御
翠
簾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
小
奉
書
堅
紙
認
差
出
候
。 

一
、
御
紋
附
御
灯
燈 

一
、
御
紋
附
紫
御
幕 

一
、
御
絵
符 

 
 

右
之
通
御
免
相
成
候
様
奉
二

願
上
一

候
。
以
上
。 

大
―
― 

遠
―
― 

真
―
― 

 
 

慶
―
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
楽
寺
○印 

 
 
 

閏
四
月
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

有
栖
川
宮
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
人
御
衆
中 

  

奉
行
国
方
ゟ
兼
而
申
遣
置
、
于
レ

然
江
戸
・
京
上
下
共
大
金
飛
脚
使
不
通
并
之
由
三
条

飛
脚
屋
ニ

而

承
合
候
故
、
栄
順
源
五
之
十
二
日
飛
脚
ニ

下
シ

申
候
。 

  

十
一
日
に
鑑
事
に
行
っ
て
み
る
と
、
祈
願
所
願
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
提
灯
や
簾
を
寄
付
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
、
「
こ
の
通
り
に
願
書
を
作
成
し

て
提
出
し
て
ね
」
と
、
提
灯
な
ど
を
求
め
る
願
書
の
様
式
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
提
灯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
西
楽
寺
に
こ
れ
ら
の
も
の
が
届
け
ら
れ
た
時
の
箱
に
つ
い
て

分
析
す
る
号
で
詳
述
し
ま
す
か
ら
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

お
金
が
か
か
る 

  

こ
う
し
て
、
有
栖
川
宮
の
祈
願
所
と
な
っ
た
西
楽
寺
で
す
が
、
祈
願
所
と
な
る
た
め
に
は
、

か
な
り
お
金
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

西
楽
寺
が
有
栖
川
宮
に
対
し
て
、「
献
金
を
し
た
い
」
と
願
い
出
た
文
書
の
手
元
控
（「
奉
願

上
口
上
書
」
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
三
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

奉
願
上
口
上
書 茂

寄
地
頭 

大
河
内
伊
勢
守
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
江
国
周
智
郡
宇
苅
郷 

御
朱
印 

 
 
 
 
 
 
 
 

真
言
宗 

一 

高
百
七
拾
石 

 
 
 
 
 
 
 

西
楽
寺 

 

右
者
今
般 

宮
様
関
東
被
レ

為
レ

遊
二 

御
幸
行
一

候
処
、
隣
寺
同
国
山
名
郡
鎌
田
郷
医
王
寺
義
、
東
海
道
於
二

駿
府
一

御
機
嫌
御
窺

奉
二

申
上
一

候
処
、
当 

宮
様 

御
用
所
之
趣
被
二 

仰
出
一

、
依
而
者
拙
寺
義
何
卒
今
般

為
二

冥
加
金
一

弐
百
両
献
納
仕
候
。
首
出
格
之
思
召
を
以
、
自
今 

御
用
所
ニ

被
二 

仰 

付
一

候
様
、
奉
二

願
上
一

候
。
以
上
。 

 

慶
応
四
戊

辰

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 

 
 
 

閏
四
月
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
楽
寺
○印 

  
 

有
栖
川
宮 

 
 
 

御
役
所 

 
 
 
 

御
役
人
中
様 

  

今
、
宮
様
（
熾
仁
親
王
）
が
関
東
に
御
幸
す
る
（
江
戸
城
攻
撃
）
に
あ
た
り
、
お
隣
の
鎌
田

医
王
寺
は
、
東
海
道
の
駿
府
に
お
い
て
御
機
嫌
伺
に
参
上
し
、
宮
様
の
御
用
所
の
仰
せ
を
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
が
、
拙
寺
（
西
楽
寺
）
も
、
な
に
と
ぞ
、
今
、
冥
加
金
二
百
両
を
献
金
し
ま

す
か
ら
、
う
ち
も
宮
様
の
御
用
所
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

お
お
よ
そ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

（
一
八
六
八
） 
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二
百
両
を
現
代
の
貨
幣
価

値
に
直
す
こ
と
は
、
換
算
基
準

に
よ
っ
て
、
一
両
が
数
万
円
～

十
数
万
円
と
、
か
な
り
変
動
す

る
た
め
、
私
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
、
数
万
～
十
数
万
を
二
百
両

に
か
け
れ
ば
、
か
な
り
の
額
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
か
と
思

い
ま
す
。 

 

前
に
見
た
記
事
で
も
、
智
積

院
が
太
政
官
（
新
政
府
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
）
に
五

百
両
を
献
金
し
て
い
ま
し
た
。 

 
か
な
り
の
大
金
で
す
。
現
時

点
で
は
、
出
処
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
山
も
含
め
た
、
大
き

な
組
織
の
中
で
、
こ
う
し
た
事

態
の
た
め
の
資
金
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
が
分
か
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
こ
こ

ま
で
で
す
。 

 

昔
の
人
が
得
ら
れ
た
情
報
と
彼
ら
の
未
来
予
想 

  

今
回
、
幕
末
（
と
い
う
か
、
も
う
ほ
ぼ
明
治
で
す
ね
）
の
西
楽
寺
が
、
激
変
す
る
時
代
の
中

で
、
後
の
廃
仏
毀
釈
に
関
わ
る
重
大
な
情
報
を
得
て
、
将
来
の
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
必
死
に
、

生
き
残
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
来
ま
し
た
。 

 

ツ
テ
は
な
く
と
も
、
今
持
っ
て
い
る
人
脈
を
駆
使
し
て
、
一
か
八
か
の
挑
戦
を
し
て
…
…
。 

 

現
在
か
ら
過
去
の
史
料
を
見
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
先
人
が
そ
の
先
に
た
ど
っ
た
未
来

を
意
識
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
今
回
の
史
料
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
先
人
も
、
私
達
と
同

じ
で
、
多
く
の
情
報
を
集
め
、
そ
の
時
々
で
、
不
明
瞭
な
未
来
に
向
か
っ
て
、
最
善
を
探
し
続

け
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
未
来
は
ど
う
な
る
の
か
、
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
西
楽
寺
も
、
智
積

院
鑑
事
の
提
案
に
従
っ
て
、
ダ
メ
元
で
口
上
書
を
提
出
し
て
い
な
け
れ
ば
、
有
栖
川
宮
の
祈
願

所
と
な
る
こ
と
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
明
治
を
迎
え

て
い
た
の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
（
案
外
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。 

 

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
先
人
の
人
生
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
先
人
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の
時
々
の
情
勢
と
、
彼
ら
が
得
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
彼
ら
に
は
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
思
惑
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
選
択
肢
を
選
ん
だ
の
か
。 

昔
の
人
に
も
、
未
来
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
先
人
の
行

動
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 
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